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EGFR 阻害薬によるざ瘡様皮疹について 

近年、数多くの分子標的薬が開発され臨床の場で使用されている。分子標的薬は皮膚障害が高頻度に出現

し、なかでも上皮成長因子受容体（epidermal grouth facter receptor：EGFR）阻害薬での出現頻度が高い。今

回、EGFR阻害薬に高頻度で発現するざ瘡様皮疹について取り上げました。 

  

ざ瘡様皮疹の発現頻度・発現機序  

ざ瘡様皮疹は顔面、頭皮、胸部上部、背部などに出現する紅色丘疹および膿疱で、掻痒や疼痛が伴うこともあ

る。表皮は角層、顆粒層、有棘層、基底層の 4層構造からなる。EGFRはがん細胞に発現するほかに、表皮基

底層の表皮基底膜にも多く存在する。EGRF 阻害薬の使用により、表皮基底膜の EGFRが阻害されることでケ

ラチノサイトの増殖、移動が停止され、分化、アポトーシスが誘導されることから炎症性サイトカインが放出され

る。その結果、皮膚の角質化が阻害され、表皮全体が薄くなり角層も薄くもろくなり、毛包周囲に炎症が起こるこ

とで、皮疹、炎症、皮膚乾燥が生じるとされている。 

 

ざ瘡様皮疹を発現しやすい主な抗がん剤 

一般名 商品名 標的/性状 投与経路 適応がん種 

ゲフィチニブ イレッサ EGRF-TKI 内服薬 非小細胞肺癌 

エルロチニブ タルセバ EGRF-TKI 内服薬 非小細胞肺癌、膵癌 

アファチニブ ジオトリフ EGRF、HER2、ErbB4-TKI 内服薬 非小細胞肺癌 

オシメルチニブ タグリッソ EGFR T790M 変異を有する

EGFR-TKI 

、 

内服薬 非小細胞肺癌 

ラパチニブ タイケルブ EGFR/HER2-TKI 内服薬 乳癌 

パニツムマブ ベクティビックス 抗 EGFR抗体 注射薬 結腸・直腸癌 

セツキシマブ アービタックス 抗 EGFR抗体 注射薬 結腸・直腸癌、頭頸部癌 

 

皮膚症状の Grade別症状（「ベクティビックス適正使用ガイド」より） 

 



ざ瘡様皮疹の予防対策 

抗 EGFR モノクローナル抗体製剤であるセツキシマブ、パニツブマブでは予防的治療が推奨されている。一般

的には患者アドヒアランスの維持と有用性の高さからミノサイクリンの内服（100～200mg/日）と保湿剤を予防とし

て使用している施設が多い。また、ざ瘡様皮疹が発症する前から予防的なケアを実施することが必要である。ざ

瘡様皮疹に対するスキンケアの基本は、①清潔、②保湿、③最小限の刺激の 3 つである。感染を併発させない

ように皮膚を清潔にし、保湿を行うことで皮膚のバリア機能を補う。また、外的刺激を最小限にすることで、皮膚

障害の悪化を予防する。化粧、日焼け対策、髭そり対策や衣服の選び方なども大切である。 

 

ざ瘡様皮疹の対症療法 

CTCAE ｖ5.0での Grade3に該当する場合は抗がん剤の休薬を行い、Grade1以下へ改善したのちの再開には

1 段階減量が推奨されている。また、抗 EGFR 抗体であるベクティビックスおよびアービタックスの用量調節は下

記の表のようになっている。EGRF 阻害薬でのざ瘡様皮疹は細菌感染を伴わないとされ、早期からのステロイド

外用剤による治療が推奨される。ステロイド外用剤は塗布する部位によって吸収が異なるため、顔面には

Mediamu クラスを、顔以外には Very strong クラスを使用する。 

 

ベクティビックス用量調節の目安 

 

 

アービタックス用量調節の目安 

 

 

 

 

 

 



ざ瘡様皮疹の治療に推奨されるステロイド剤（太字：当院採用品） 

薬効強度 一般名 主な商品名 

Strongest ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｴｽﾃﾙ デルモベート 

ｼﾞﾌﾛﾗｿﾞﾝ酢酸ｴｽﾃﾙ ジフラール 

Very strong ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ酪酸ｴｽﾃﾙﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｴｽﾃﾙ アンテベート 

ｼﾞﾌﾙﾌﾟﾚﾄﾞﾅｰﾄ マイザー 

ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｴｽﾃﾙ メサデルム 

ｼﾞﾌﾙｺﾙﾄﾛﾝ吉草酸ｴｽﾃﾙ ネリゾナ（当院はユニバーサルクリーム採用） 

ﾌﾙｵｼﾉﾆﾄﾞ トプシム 

酪酸ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ パンデル 

ﾓﾒﾀｿﾞﾝﾌﾗﾝｶﾙﾎﾞﾝ酸ｴｽﾃﾙ フルメタ 

Strong ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ吉草酸ｴｽﾃﾙ リンデロン-V（当院は VG採用） 

ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ吉草酸ｴｽﾃﾙ酢酸ｴｽﾃﾙ リドメックス 

ﾌﾙｵｼﾉﾛﾝｱｾﾄﾆﾄﾞ フルコート 

Medium ｱﾙｸﾛﾒﾀｿﾞﾝﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｴｽﾃﾙ アルメタ 

ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ酪酸ｴｽﾃﾙ ロコイド 

ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞﾝ酪酸ｴｽﾃﾙ キンダベート 

Weak ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ プレドニゾロン 

ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ テラ・コートリル 

（ﾍﾞｸﾃｨﾋﾞｯｸｽ副作用ｱｰｶｲﾌﾞを改変） 

 

EGFR 阻害薬は長く治療を継続することも多く、それに伴いざ瘡様皮疹が長期化することが想定される。患者自

身がスキンケアを継続して実施できるよう指導することが重要であり、患者と十分にコミュニケーションをとり取りな

がら全人的に患者に寄り添うことがセルフケア支援においては重要である。 
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